
平成29年度事業 実証モデル概要 富⼭県教育⼯学研究会 参考2

タイトル 多様な障害に対応したプログラミング教育とそれを通じた
通常学級との交流及び協働学習のモデル開発 障害種別 ①知的障害、②肢体不⾃由、③聴覚障

害、④病弱、⑤⾃閉症・情緒障害

実証校 富⼭市⽴芝園⼩学校（特別⽀援学級）
連携団体

講座受講者 ⼩学校１〜６年⽣/13名

モデル
概要

知的障害、⾃閉症・情緒障害、肢体不⾃由、
病弱、難聴等、５種類の障害がある児童を対
象に、論理的思考⼒の獲得のみならず認知や
運動、学習、コミュニケーション能⼒など、発達の
諸側⾯ならびに⾃⼰効⼒感の向上を⽬指し、ピ
ラー型ロボットやマイクロロボット、アニメ表現などを
⽤いたプログラミング学習教材を開発し、これらを
活⽤した授業実践を通して、障害の特質や能⼒
に応じたプログラミング教育による学習効果を明ら
かにする。

【講座実施⽇】10/25,10/ 31,11/14, 11/21, 12/12, 12/19, 1/23

メンター属性 教員を⽬指す⼤学⽣、
社会⼈、シニア世代等地域⼈材

育成
メンター数 ⼤学⽣9名、社会⼈10名

実施の
様⼦

○対象児を障害と学年を考慮し、A-Fの６班にグループ
分けし活動。⾏動変容評価のため、コンピテンス、DN-
CAS等事前評価を⾏った。事後評価も⾏なう。
○1・２回はピラー型ロボットによる問題解決。戦略ボード
を⽤い、PDCAサイクルで論理的思考⼒と協働作業能
⼒を育成。
○3・4回は、Ozobotによる探索活動。ここでも、ロボット
を動かす前に戦略ボードでコードを考えた後にプログラムを
実施。４回⽬は県内関係校へ限定公開した。
○児童の興味関⼼を⾼めるために「はらぺこいもむし」の
物語に関連させて教材づくりを⾏っている。
○学⽣メンター育成は10/10より開始し6回の研修を実
施。社会⼈メンター育成は11/2より開始し5回実施。



平成29年度事業 実証モデル概要 デジタルポケット

タイトル

実証校

モデル
概要

メンター
属性

実施の
様⼦

ビスケットによるプログラミング⼊⾨
–開発と実施が⼀体となった理想の教材開発-
①横浜市⽴仏向⼩学校
②清須市⽴⻄枇杷島⼩学校
③清須市⽴新川⼩学校
④清須市⽴清洲東⼩学校
⑤清須市⽴古城⼩学校

プログラミング教育は様々な可能性に満ちている。 しかし、
具体的な効果・注意点などの蓄積が圧倒的に⾜りない。
教員・特別⽀援教育研究者・教材開発者・システム開
発者のドリームチームを結成し、それぞれの専⾨性を⽣か
しながら取り組むことで、ここに確実な⼀歩を踏み出す。さ
らに蓄積された経験をもとに学校側の負担が⼩さい普及
モデルを構築し検証する。

育成実証校教員 10名メンター数 

【講座実施⽇】
仏向⼩ ：10/20,11/6,10,17,27
⻄枇杷島⼩：12/1,6,8
新川⼩ ：11/20,21,24,27,28
清洲東⼩ ：11/30,12/1,7
古城⼩ ：12/4,5

障害種別

連携団体

講座受講者

教材開発 教員 ⽀援を必要とする
ツール 児童の 児童

メンター育成講習 フィードバック

教材開発者
ツールの改良

ビスケット開発者
⼼理検査

特別 ⽀援教育研究者
システム開発・教材開発・メンター育成・講座実施が混在した開発 全体に対するアドバイスと評価

清須市｜ 11〜 12⽉実施・実証

横浜市での結果を清須市の教員とシェアした上で、教員への負担がない形で講習・講座を実施

知的障害、肢体不⾃由、聴覚障害、
⾃閉症・情緒障害、難聴障害
富⼭⼤学、横浜市⽴仏向⼩学校、清須市学校
⽀援地域本部

⼩学校1〜6年⽣/48名

横浜市｜10〜11⽉実施・実証
個別の⽬標設定



平成29年度事業 実証モデル概要 畿央⼤学 ⻄端研究室

タイトル
肢体不⾃由を対象とした思考と⾝体
の⼀体化が学びにつながるプログラミン
グ学習の実践

障害種別 知的障害、肢体不⾃由、病弱

実証校

奈良県⽴奈良養護学校 連携団体
奈良県⽴奈良養護学校、株式会社フジテレビキッ
ズ、株式会社電脳商会、⼀般社団法⼈ 障がい
者IT雇⽤促進機構

講座受講者 ⼩学部/３名 中学部/３名 ⾼等部/３名

モデル
概要

映像教材による身体表現
のプログラミング学習

メンター用ＳＮＳ

特別支援教育向けプロ
グラミング講座のメン
ター、メンター希望者

他の特別支援学校
児童・生徒

畿央大学
からだで

プログラミング
実践

活用

Minecraftのキューブに
よるプログラミング学習

教具のキューブによる
プログラミング学習

教育クラウド

インターネットサービス

メンター育成講座

プログラミング講座
実践映像

プログラミング講座教材 

• 教材開発協力  
• 映像教材提供

奈良養護学校

肢体不自由児、病弱
児の家庭・保護者

支援

フジテレビキッズ
電脳商会
ツクル 

• 学習プログラム
設計開発  

• 学習効果評価  
• メンター育成 

• プログラミング講座実施

（１）特別⽀援教育に適した⾝体活動を含ん
だプログラミング教育を⾏うメンターの効果的育成
の実証
（２）肢体不⾃由と知的障害の重複障害の児
童⽣徒を対象とする⾝体活動を含んだプログラミ
ング講座運営の実証
（３）教育クラウド・プラットフォームやインターネッ
トサービス等を活⽤したメンターの⽀援

メンター
属性 畿央⼤学及び⼤阪教育⼤学の学⽣・⼤学院⽣ 育成

メンター数 メンター講座受講者 30⼈、活動 9名

実施の
様⼦

【講座実施⽇】 
11⽉ 9⽇（⽊）中学部・⾼等部
11⽉13⽇（⽉）⼩学部・中学部・⾼等部
11⽉21⽇（⽕）中学部・⾼等部
11⽉27⽇（⽉）⼩学部・中学部・⾼等部
12⽉ 1⽇（⾦）12⽉4⽇（⽉） ⼩学部
12⽉ 8⽇（⽉）⼩学部・中学部・⾼等部



-

平成29年度事業 実証モデル概要 ⽇本福祉⼤学 ⾦森研究室

タイトル
知的障害のある児童⽣徒のクリエイ
ティビティを拡⼤するプログラミング教育
実証

障害種別 知的障害、肢体不⾃由、発達障害

実証校

沖縄県⽴⼋重⼭特別⽀援学校
⽯垣市⽴平真⼩学校
⽯垣市⽴⼤浜中学校

連携団体
沖縄県⽴⼋重⼭特別⽀援学校、
TECH! for ISHIGAKI、A T-Okinawa、株式会
社フジテレビキッズ、株式会社電脳商会、
サイオンコミュニケーションズ株式会社

沖縄県⽴⼋重⼭商⼯⾼等学校
講座受講者 ⾼等部 １７名、幼稚部 1名、⼩学校 2名、中

学校 9名

モデル
概要

メンター募集

地域の高校生 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
八重山商工高

社会福祉事業者 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
ファーストハンド

ゆにばいしき

特別支援

学校教諭

沖縄本島 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
AT‐Okinawa

チ
ラ

シ

地
方

紙

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

メンター育成

プログラミング ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
八重山商工高

特支認知特性 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
社会福祉事業者

特支認知特性 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
特支教員

教え合い 学び合い

プログラミング ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
TECH!forISHIGAKI

プログラミング ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
サイオンコム

プログラミング ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
パワナ

プログラミング講習

特支幼児部 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
ビスケット

特支高等部 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
micro:bit

特支学級 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
micro:bit

ア

ン
ケ

ー

ト

講師

特支教諭

講師

特支教諭

講師

高校生

社福者

自走・普及の構想

総務省クラウド
教材：資料 

TECH!forISHIGAKI
ホームページ

育成教材・映像資料等

フジテレビキッズ
ホームページ  

AT Okinawa
ホームページ

映
像
広
報
資
料

既存の研究グループや地域の福祉事業
者，⺠間事業者，⾼校⽣が連携するこ
とで，沖縄県全体で持続可能なプログラ
ミング教育のコミュニティを構築する。
歌遊びでプログラミング的思考を⾝に付け
る。プログラムをしたマイコンと造形表現、
歌を組み合わせることで、感覚的にプログ
ラミングを学ぶことが出来る。

メンター
属性

⼋重⼭商⼯⽣徒、放課後デイサービス職員、特
別⽀援学校職員（教員・寄宿舎職員）、⽀援
学級担任、保護者

育成
メンター数 ２２名（⽯垣）、２０名（那覇）

実施の
様⼦

【講座実施⽇】
⼋重⼭特⽀⾼等部：10⽉16、17、 19⽇、 11⽉13、14、 16、 17⽇
⼋重⼭特⽀幼稚部：12⽉12、14、 15⽇
平真⼩学校：10⽉31⽇、 11⽉7⽇
⼤浜中学校：12⽉4⽇、11⽇
⼋重⼭商⼯⾼等学校：12⽉23⽇



平成29年度事業 実証モデル概要 エヌ・ケイ・アセント

タイトル 津和野町でプログラミング教育 障害種別 知的障害、情緒障害

実証校
津和野町⽴津和野⼩学校
津和野町⽴津和野中学校

連携団体 いわみプログラミング少年団

講座受講者 ⼩学校○〜○年⽣/○名
中学校○年⽣/○名

モデル
概要

津和野町の役場職員、学校の職員、町
内の⼤⼈たちが⼦供たちに⼀般科⽬のア
ウトプットとして、地元島根県で開発された
スモウルビーを利⽤しプログラミングを教え、
プログラミングコンテストに応募し、決勝⼤
会進出を⽬指す。町内を挙げてのプロジェ
クトとして事業を⾏う。

メンター
属性 地域住⺠ 育成

メンター数 
2名

実施の
様⼦

【講座実施⽇】
津和野⼩学校：11/24,11/ 28
津和野中学校：11/15,11/ 17,11/22,11/24,11/29



平成29年度事業 実証モデル概要 エンベックスエデュケーション

タイトル 運動と組み合わせて
視覚的・体感的にプログラミングを学ぶ 障害種別 知的障害

実証校
東京都⽴⽯神井特別⽀援学校 連携団体 株式会社アスリートプランニング

講座受講者 中学部2年⽣/17名

モデル
概要

本実証は、知的障害のある⽣徒を対象に、プログラミングの基本の
3構造である「順次」、「分岐（選択）」、「繰り返し」を、運動（動
作）と組み合わせて学習することを⽬的とする。

メンターは、実証校である東京都⽴⽯神井特別⽀援学校の教員
を対象に育成を⾏う。

プログラミングには、「ボールの ⾊に意味を持たせ、順番に窪みにいれ
る」というシンプルな⼊⼒⽅法を⽤いた『カメレオン』を開発し、メンター
が主体となって授業を⾏う。
実証校の教員の⽅々と協同し、⽣徒たちの特性や障害に合わせた

教材開発を⾏う。 本実証で開発した『カメレオン』

メンター
属性 実証校教員 育成

メンター数 
14名

実施の
様⼦

【講座実施⽇】
11/07、11/20、11/27、12/12、12 /19



平成29年度事業 実証モデル概要 CANVAS

タイトル 社会のつながりとプログラミング 障害種別 肢体不⾃由

実証校 東京都⽴光明学園
連携団体 なし

講座受講者 中学部2〜3年⽣/2名
⾼等部1〜3年⽣/13名

モデル
概要

本実証でのポイント
●アンプラグド教材・センサー教材を組み合わせて使⽤す
ることで⾝近な技術への興味関⼼を育みながら、論理的
思考⼒・創造⼒・表現⼒を養うこと
●障害特性に合わせた⼊⼒⽀援機器を製作・活⽤する
ことで肢体不⾃由のある⽣徒への機材⾯・コミュニケーショ
ン⾯でのプログラミング教育アプローチの実証を⾏うこと
●⽇常でのプログラミングの活⽤を意識させるような授業
テーマを設定し、IT企業⼈材もメンターとして加えること
で、”社会とのつながりのある”プログララミング教育のモデル
づくりを⽬指す

メンター
属性

日本マイクロソフト株式会社と進めている指導
者研修事業 
Kidsプログラミングサポーターをベースにした 
IT企業人材・地域人材

育成
メンター数 

8名

実施の
様⼦

【講座実施⽇】
①準ずる課程⾼等部3年⽣ ：
4回（10/11、 10/18、 12/6、 12/13）

②準ずる課程⾼等部1・2年⽣ ：
5回（10/16、 11/20、 12/2、 12/11、 12/18）

③知的障害を併せ有する課程⾼等部１〜3年⽣：
2回（12 /6、12 /13）

④準ずる課程中学部：
2回（1⽉中） 



平成29年度事業 実証モデル概要 科学へジャンプ・全国ネットワーク

タイトル 追記願います 障害種別 知的障害、肢体不⾃由、聴覚障害、
病弱、⾃閉症・情緒障害

実証校
筑波⼤学付属視覚特別⽀援学校
筑波技術⼤学

連携団体 独⽴⾏政法⼈筑波技術⼤学 情報システム科

講座受講者 ⼩学校○〜○年⽣/○名

モデル
概要

視覚障害がある中学⽣を対象に、前半は
プログラミングに興味を持たせることを⽬的と
したプログラミング体験ツールや論理的思考
学習ツールで基礎的な内容を実施する。
後半は、より⾼度なプログラミング体験を⽬
的として、スクリーンリーダーを⽤いたプログラ
ミングや、フィジカルコンピューティングを学習
する。

メンター
属性

育成
メンター数 

10名

実施の
様⼦

【講座実施⽇】
筑波⼤学付属視覚特別⽀援学校：12 /17、筑波技術⼤学：1/7



平成29年度事業 実証モデル概要 ミスターフュージョン

タイトル 難聴児を対象とした、クラウド・ITを活
⽤したプログラミング教育実習 障害種別 聴覚障害

実証校
林⼩学校、中央⼩学校、
⽊太南⼩学校、⽊太北部⼩学校

連携団体 ⾹川難聴児親の会

講座受講者 ⼩学校1〜4年⽣/7名

モデル
概要

難聴児がプログラミング学習を習得するにあたって、必ず障
害になってくるのが「聞き取り」です。難聴児にとっては「伝え
た」ことが「聞こえた」ことや、「理解できた」ことが必ずしも⼀
致するわけではありません。そのため、習得難易度を下げる
ため、３つの試みを⾏います。
1.UDトーク・こえとらというアプリを利⽤し、メンターが話した
内容を⽂字化し、聞き取れない・聞き取ったことを正しく理
解できないということを防ぎます。2.現在学校現場で使⽤さ
れている補聴⽀援機器の利 ⽤で補聴器や ⼈⼯内⽿に直
接⾳を伝える装置で対応します。3. ビジュアルプログラミン
グを⽤い、ある程度⾒て理解出来るものから始めます。

メンター
属性 保護者（難聴児親の会会員） 育成

メンター数 ３名

実施の
様⼦

【講座実施⽇】
第⼀回⽬：11/12 第⼆回⽬：11/12 第三回⽬：11/25 第四回⽬：11/25
第五回⽬：12 /24 
UDトーク・声トラを活⽤して、スクラッチによる授業を⾏いました。
⼦供達にはUDトークの電波を受け取りやすくし、スムーズに授業を進めることができま
した。⼦供達の声としては、難聴の程度により事業の理解度は多少差はあるものの、
⾹川の伝説桃太郎のゲームを作りながら、楽しくプログラミングを学びました。



平成29年度事業 実証モデル概要 福井⼤学

タイトル 発達障害者プログラマーの育成と就
労に繋げる⽀援とメンターの育成 障害種別 発達障害

実証校
福井県⽴福井東特別⽀援学校、福井⼤
学たんぽぽ教室、平⾕こども発達クリニック
はぐくみ、NPO法⼈AO ZORA福井、はる
もにあ

連携団体 ミテネインターネット株式会社
福井⼯業⾼等専⾨学校

講座受講者
⼩学校３〜６年⽣/15名
中学校１〜2年⽣/２名
⾼等学校１〜3年⽣/8名

モデル
概要

発達障害者プログラマーの育成と就労に繋げる⽀援とメンター
の育成。
①発達障害⽀援の専⾨家によるメンター養成講座を実施
（e-Learningで配信し持続化と普及化）。
②疑似プログラミング⾔語およびプログラム時のプログラマーの
特性を把握するシステムをクラウド上に開発。得意分野を伸
ばし苦⼿分野も根気強く取り組める仕掛けを提案。
③プログラミング講座を実施。 ④ICTチェックシス
テムを⽤いたプログラマーおよびメンターの振り返りと
気づき。⑤事例検討会議でメンターの役割と⽀援
⽅法を確認。

卓上のホワイト模型にプロジェクションマッピングし、

３Ｄシミュレーションが確認できる。

画面の中ではなく、みんなで卓を取り囲んで、

プログラムの動きを確認できる。

簡単なブロックを組み合わせるように
フローチャートを作成。

シミュレーション動作で、
スタート → ゴールができると、称賛マーク表示。

失敗しても、あと少しもう少しマークで励ます。

メンター
属性 事業所スタッフ等社会⼈9名、学⽣12名 育成

メンター数 
21名

実施の
様⼦

【講座実施⽇】11/27、12/16、1/10、1/11、1/15、 2/19

メンター育成講座の様⼦
・発達障害
・プログラミング教育
・就労⽀援
等の専⾨家15名による
各30分の講義を受講。

プログラミング教室の様⼦


